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5 年 10 月 18 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

自分の意見が取り入れてもらえるようになったので、嬉しい。
どうやったら、もっと効率が上がるかを考えるのが楽しい。
でも、スピードが遅い人が気になるようになった。

連携先企業（担当者） （有）荒木商会

利用者からの意見・評価

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

令和5年10月18日
全解体作業での効率アップと安全確保について、携わ
る利用者、スタッフ共にグループワークで意見を出し
合い、発表意見交換を実施。その後もPDCAサイクル
で運用し効率を上げる。

作業に携わる1人1人が自分事として捉えられるような
環境を作る。
内発的動機付けによりモチベーションの向上を狙う。

作業動線が明確になり効率が飛躍的に上がる。
決算月が3月ではないため今回は反映されないが、黒
字化に転じる。

解体作業量が増え、積極的にガスメーターを回収することができるようになった。
これからも数を増やしていきたいので、どんどん解体をしていってほしい。
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就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書
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